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特記事項 
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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 62868-1:2022 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS C 62868 規格群［一般照明用有機ＥＬ（OLED）光源－安全仕様］は，次に示す部で編成する。 

JIS C 62868-1 第 1 部：一般要求事項及び試験方法 

JIS C 62868-2-4 第 2₋4 部：OLED タイル及び OLED パネルに関する安全性要求事項 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 62868-1：0000 
 

一般照明用有機 EL（OLED）光源－安全仕様－ 
第 1 部：一般要求事項及び試験方法 

Organic light emitting diode (OLED) light sources for general lighting- 
Safety-Part 1: General requirements and tests 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 1 版として発行された IEC 62868-1 及び 2025 年に発行された Amendment 1 を

基とし，主に我が国の一般照明用有機 EL 光源の普及している実態に対応するため技術的内容を変更して

作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，入力電圧が 1 000 V 以下の直流電源又は 1 000 V 以下の 50 Hz 又は 60 Hz の交流電源に使用

する，屋内用途の一般照明用有機 EL（以下，OLED という。）光源（タイル，パネル，モジュール及びラ

ンプ）の安全に関する一般要求事項及び試験方法について規定する。 

OLED 光源に関する JIS C 62868-2 規格群に適切な部が存在しない場合は，JIS C 62868-2 規格群又は IEC 
62868-2 規格群の中で構成が最も近い適用可能な部を，この規格と併せて，要求事項及び試験方法の指針

として使用することが可能である。 

注記 1 OLED タイル，OLED パネル又は OLED モジュールで構成される OLED 照明システムの例を，

附属書 C に示す。 

注記 2 この規格は，この規格に適合した OLED 光源が，他の構成要素と組み合わせて，照明器具の構

成要素として JIS C 8105 規格群に適合することを意図している。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 62868-1:2025，Organic light emitting diode (OLED) light sources for general lighting－Safety－Part 

1: General requirements and tests（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その
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後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS C 8105₋1 規格群 照明器具 
JIS C 8105₋1:2021 照明器具－第 1 部：安全性要求事項通則 

JIS C 8147-1:2021 ランプ制御装置－第 1 部：通則及び安全性要求事項 
JIS C 60068-2-6:2010 環境試験方法－電気・電子－第 2-6 部：正弦波振動試験方法（試験記号：Fc） 

JIS C 62504 一般照明用 LED 製品及び関連装置の用語及び定義 

JIS P 0001:1998 紙・板紙及びパルプ用語 

IEC 60838-2-2，Miscellaneous lampholders－Part 2-2: Particular requirements－Connectors for LED-modules 

IEC TR 62854:2014，Sharp edge testing apparatus and test procedure for lighting equipment－Tests for 
sharpness of edge 

IEC TS 62972，General lighting－Organic light emitting diode (OLED) products and related equipment－Terms 
and definitions 

3 用語及び定義 

この規格群で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS C 62504 及び IEC TS 62972 による。 

3.1 
有機 EL，OLED（organic light emitting diode） 

二つの電極とその間に位置する有機化合物とから成るエレクトロルミネセンスを示す層をもつ発光性有

機半導体 

3.2 
OLED タイル（OLED tile） 

一組以上の正極及び負極，並びに電源と接続するための一つ以上の接続部をもつ，分離できない最小要

素となる OLED 光源 

3.3 
OLED パネル（OLED panel） 

OLED タイルと電源への接続手段とから成り，独立して点灯可能な OLED 光源 

注釈 1 OLED パネルは，コネクタ，プリント回路基板（PCB），受動電子部品及びオプションとして，

きょう（筐）体をもってもよい。 

3.4 
OLED モジュール（OLED module） 

一つ以上の OLED パネルと能動電子部品とから成る OLED 光源 

3.5 
制御装置一部内蔵形 OLED モジュール，OLEDsi モジュール（semi-integrated OLED module） 

点灯のための制御装置の制御部は備えているが，電源部分が分離されている OLED モジュール 

注釈 1 制御装置一部内蔵形 OLED モジュールを表す“OLEDsi モジュール”の“si”は，“semi-integrated”
の頭文字である。 

3.6 
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制御装置内蔵形 OLED モジュール，OLEDi モジュール（integrated OLED module） 
商用電源に直接接続するように設計され，OLED 光源を安定点灯させる制御装置及び付加部品を一体化

した OLED モジュール 

注釈 1 制御装置内蔵形 OLED モジュールを表す“OLEDi モジュール”の“i”は，“integrated”の頭文

字である。 

3.7 
器具一体形 OLED モジュール（integral OLED module） 

照明器具の交換不可能な構成要素として設計された OLED モジュール 

注釈 1 附属書 C 参照。 

注釈 2 対応国際規格では，“integral OLED”と規定されているが，我が国の実態に合わせ，器具一体形 
OLED モジュール（integral OLED module）としている。 

3.8 
器具組込み形 OLED モジュール（built-in OLED module） 

照明器具，箱，きょう（筐）体などに組み込まれるように設計され，特別な予防策なしには照明器具な

どの外に取り付けることを意図していない，交換可能な部分となる OLED モジュール 

注釈 1 附属書 C 参照。 

注釈 2 対応国際規格では，“built-in OLED”と規定されているが，我が国の実態に合わせ，器具組込み

形 OLED モジュール（built-in OLED module）としている。 

3.9 
独立形 OLED モジュール（independent OLED module） 

箱，外郭又はこれらと類似のものを付加することなく，照明器具の外側に別置きして用いることを意図

した OLED モジュール 

注釈 1 附属書 C 参照。 

注釈 2 独立形 OLED モジュールは，OLED 照明器具とみなすことが可能である。 

注釈 3 対応国際規格では，“independent OLED”と規定されているが，我が国の実態に合わせ，独立形

OLED モジュール（independent OLED module）としている。 

3.10 
定格値（rated value） 

関連する規格で規定された又は製造業者若しくは責任ある販売業者によって指定する特定の動作条件に

おける OLED 光源の特性を示す値 

注釈 1 定格値には，定格電流，定格電圧及び定格電力などが用いられている。 

3.11 
形式試験（type test） 

OLED 光源の設計が，関連する規格の要求事項に適合していることを確認するため，供試品に対して行

う試験 

3.12 
安定化（stabilization） 

安定した点灯を得るため，指定された電気入力の条件で OLED 光源を点灯したままにする操作 

注釈 1 この状態にある OLED 光源は，該当する試験で規定する条件において，測光又は電気特性の測
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定が可能である。 

3.13 
ダークスポット（dark spot） 

OLED 光源の発光領域に存在する周囲よりも著しく暗い小さな領域 

注釈 1 ダークスポットは，その領域における電流密度の低下又は短絡に起因して発生することがある。 

3.14 
内部短絡（internal short circuit） 

OLED の陽極と陰極との間の小さな領域における意図しない短絡 

注釈 1 内部短絡は，ダークスポットのように見える場合がある。その領域では，著しい発熱をもたら

す可能性がある。 

注釈 2  我が国では，“内部短絡”を意味する用語として，“ショート”が使われることがある。 

4 一般 

4.1 一般事項 

OLED 光源は，意図された使用において安全に点灯し，人及び周囲に危険を及ぼさないように設計し，

製造しなければならない。 

OLED 光源は，単一故障が発生した場合においても，安全でなければならない。 

独立型 OLED モジュールは，この規格の要求事項に加えて，JIS C 8105 規格群に適合しなければならな

い。 

4.2 一般試験条件 

この規格による試験は，形式試験である。 

特に規定がない場合，試験は，25 ℃±5 ℃の周囲温度において，定格電流で行う。ただし，定格電流に

対する許容差は±1 %とする。 

OLED 光源は，試験の間，製造業者又は責任ある販売業者の指定する取付方法に従って，試験台に取り

付ける。複数の取付方法が指定されている場合，試験ごとに最も不利な取付方法を選択する。電気的試験

の場合，発光面が最も厳しい温度となる位置とする。OLED 光源の位置は，試験中変更してはならない。 

器具一体型 OLED モジュールは，JIS C 8105-1:2021 の 0.5.1 に従って照明器具一体化構成部品とみなす。 

5 表示 

5.1 表示内容及び表示位置 

OLED 光源の表示は，表 1 による。 

表 1－表示内容及び表示位置 

表示内容 本体 
包装，製品データシート 

又はリーフレット 



5 
C 62868-1：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

製造業者（又は責任ある販売業者）の名称又は商標 必須 必須 
極性（直流電源の場合） 必須 － 
中性点端子又は接地端子 必須 － 
形番又は製品コード 必須 必須 
定格電流又は定格電流範囲 － 必須 
定格電圧又は定格電圧範囲 － 必須 
定格電力 － 必須 
電源の種類（直流又は交流）及び周波数 － 必須 
形状及び寸法 － 必須 
接続方法に関する説明 － 必須 
取付方法に関する説明 － 必須 
動作温度範囲 － 必須 
IP コード － 必須 
照明器具設計のための情報 － 必須 
記号説明 
－：任意 

接続方法に関する説明には，機械的接続及び電気的接続の手段を記載する。電気的接続の説明には，制

御装置の情報を含めてもよい。 

IP コードによる保護等級の表示は，JIC 8105-1:2021 の第 3 章による。 

5.2 表示の耐久性及び判読性 

表示は，耐久性があり，判読可能でなければならない。 

合否は，次の方法によって判定する。 

a) 5.1 に規定する表示の有無及び判読性を，目視検査によって確認する。 

b) 表示の耐久性は，水に浸した布で 15 秒間軽くこすって表示が消えるかどうかを試験する。試験後，表

示は判読可能で，表示ラベルは容易に剥がれず，反り返りがないことを確認する。 

c) 5.1 に規定する情報の入手可能性を，目視検査によって確認する。 

6 構造 

6.1 一般 

樹脂などで含浸する場合を除き，木材，綿，絹，紙及びこれらと類似の繊維質材料は，絶縁物として用

いてはならない。 

合否は，目視検査によって判定する。 

6.2 機械的強度 

6.2.1 要求事項 

OLED 光源は，6.2.2 に従って試験したとき，十分な機械的強度をもたなければならない。 

6.2.2 耐振動性 
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OLED 光源の機械的強度の合否は，次の振動試験によって判定する。 

振動試験は，4.2 に従って，OLED 光源を設置する。 

正弦波振動試験は，JIS C 60068-2-6:2010 に従って，次の条件で行う。 

－ 変位：0.35 mm 

－ 加速度：50 m/s2 

－ 振動数範囲：10 Hz～500 Hz 

－ 振動軸：3 軸 

－ 試験回数：3 軸×10 サイクル（軸ごとに 10 回） 

振動試験の終了後，OLED 光源を，4.2 に規定する条件下で 15 分間点灯させる。 

試験後，OLED 光源を目視検査し，次の全ての事項を満たさなければならない。 

－ ガラスの破損又は割れがない。 

－ 炎，煙又は可燃性ガスの発生がない。 

注記 可燃性ガスの確認方法には，高周波火花発生装置を使う方法がある。 

－ 安全性を損なう可能性のある部品の緩みがない。 

6.3 内部短絡 

OLED 光源は，内部短絡があった場合でも，不安全になってはならない。 

合否は，次の内部短絡試験によって判定する。 

附属書 B に規定する方法又は製造業者の指定する方法に従って，OLED 光源に意図的に内部短絡を発生

させる。内部短絡を発生させる箇所は，発光領域の端部から約 2 mm の距離の位置とする。 

試験を開始する前に，OLED 光源の供試品は，点灯してはならない。 

OLED 光源の供試品は，次のいずれかの条件で 30 分間点灯させる。 

－ 定電圧での点灯を意図した OLED 光源は，定格電圧 

－ 定電流での点灯を意図した OLED 光源は，定格電流 

試験点灯中に供試品が内部短絡を発生しない場合は，同一の供試品を使用して，内部短絡箇所を変更し

て，内部短絡試験を繰り返す。 

附属書 B に規定する方法又は製造業者の指定する方法のいずれも，試験を 3 回繰り返した後に内部短絡

が発生しない場合，供試品は，試験に合格とする。 

OLED 光源は，目視検査し，次の全ての事項を満たさなければならない。 

－ 試験中に炎又は溶融物の放出がない。 

－ 試験中に供試品から溶融物の放出がある場合，その滴下物が，供試品の下方 200 mm±5 mm に水平に

広げた，JIS P 0001:1998 の番号 6228 に規定された 1 枚の包装用ティシュに着火しない。 

－ ガラスの破損又は割れがない。 

6.4 配線 
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配線は，電線を通す配線路は滑らかで，電線の絶縁体を損傷させる可能性のあるシャープエッジ，ばり，

鋳ばりなどがあってはらない。鋭利なねじなどの部品は，配線路にはみ出してはならない。 

合否は，目視試験によって判定する。必要に応じて，照明器具を分解及び再組立することによって確認

する。 

6.5 じんあい，固形物及び水気の侵入に対する保護 

じんあい，固形物及び水気の侵入に対する保護は，JIS C 8105-1:2021 の第 9 章による。 

注記 保護等級の IP コードは，JIS C 8105-1:2021 の附属書 J 参照。 

7 機械的要因による傷害に対する保護 

ガラスの端又は角をもつ OLED 光源は，組立中，通常の操作中又はメンテナンス中に危険を引き起こす

可能性のあるシャープエッジ又はせん（尖）端があってはならない。 

薄い金属はく（箔）又は薄い樹脂フィルムをもつ OLED 光源は，組立中，通常の操作中又はメンテナン

ス中に危険を引き起こす可能性のあるシャープエッジ又はせん（尖）端を保護した構造としなければなら

ない。 

合否は，目視検査及び IEC TR 62854:2014 に従って，シャープエッジ試験装置によって判定する。 

8 故障状態 

8.1 一般 

OLED 光源は，通常の使用中に発生する可能性のある故障状態にあっても，安全を損なってはならない。

故障状態試験は，製造業者又は責任ある販売業者によって指定がない限り，25 ℃±5 ℃の周囲温度で行

う。試験中，周囲温度の変動は，±2 ℃に維持する。 

合否は，過入力試験及び入力安定性試験によって判定する。 

8.2 過入力試験 

OLED 光源を定格電流で点灯し，その後，定格電流又は定格電力が 150 %に達するまで入力を増加する。

試験は，150 %の入力状態を 15 分間継続する。 

OLED 光源は，目視検査し，次の全ての事項を満たさなければならない。 

－ 試験中に炎又は溶融物の放出がない。 

－ 試験中に供試品から溶融物の放出がある場合，その滴下物が，供試品の下方 200 mm±5 mm に水平に

広げた，JIS P 0001:1998 の番号 6228 に規定された 1 枚の包装用ティシュに着火しない。 

－ ガラスの破損又は割れがない。 

8.3 入力安定性試験 

OLED 光源は，定格電流で点灯させる。入力電力及び入力電圧は，入力側で監視する。試験は，15 分間

継続する。 
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合否は，次によって判定する。 

試験中，入力電圧は，定格電圧の±10 %の範囲内に維持されていなければならない。 

9 絶縁抵抗及び耐電圧 

絶縁抵抗及び耐電圧は，JIS C 8105-1:2021 の 10.2 による。 

10 耐高温点灯 

OLED 光源は，高温下での点灯に耐えなければならない。 

合否は，次の耐高温点灯試験によって判定する。 

耐高温点灯試験は，60 ℃～70 ℃に維持した恒温槽内で行う。安定化の期間及び試験中，恒温槽内の温

度変動は，±2 ℃に維持する。 

OLED 光源を定格電流で点灯させ，安定化後，高温下で点灯させたまま 60 分間継続する。 

OLED 光源を目視検査し，次の全ての事項を満たさなければならない。 

－ 故障が発生しない。 

－ 性能上の故障が発生した場合は，炎，煙又は可燃性ガスの発生がない。 

注記 可燃性ガスの確認方法には，高周波火花発生装置を使う方法がある。 

－ ガラスの破損又は割れがない。 

11 沿面距離及び空間距離 

個々の OLED 光源に対する沿面距離及び空間距離は，JIS C 8105-1:2021 の第 11 章による。 

12 耐熱性及び耐火性 

12.1 耐熱性 

OLED 光源は，十分な耐熱性をもっていなければならない。感電保護を目的とする絶縁材料の外郭及び

充電部品を保持する絶縁部品は，熱に対して十分に耐えなければならない。 

感電に対する保護のため絶縁材料の外部部品，及び充電部を所定の位置に保持する絶縁材料の部品は，

JIS C 8105-1:2021 の 13.2.1 に規定されたボールプレッシャ試験で試験し，合否を判定する。 

ボールプレッシャ試験は，付加絶縁を提供する OLED 光源の樹脂製部品には適用しない。 

12.2 耐炎性及び耐着火性 

充電部を所定の位置に保持する絶縁材料及び感電に対する保護を提供する絶縁材料の外部部品は，耐炎

性及び耐着火性もっていなければならない。 

試験片は，OLED 光源そのものから採取する。 
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試験片が小さすぎて試験ができない場合，同じ材料で作られ，少なくとも 30 mm×30 mm の，OLED 光

源の最小厚さと同じ厚さの試験片を使用する。 

合否は，セラミック以外の材料について，JIS C 8105-1:2021 の 13.3.1 又は 13.3.2 の試験によって判定す

る。 

13 光生物学的安全性 

OLED 光源からの紫外放射，赤外放射又は青色光による網膜障害については，安全性評価を表示しなけ

ればならないレベルに達しないため，規定しない。 

14 端子 

ねじ締め式端子は，該当する場合，JIS C 8105-1:2021 の第 14 章による。 

ねじなし端子は，該当する場合，JIS C 8105-1:2021 の第 15 章による。 

コネクタは，該当する場合，IEC 60838-2-2 による。 

15 照明器具設計のための情報 

照明器具設計のための情報は，附属書 A を参照。 

16 充電部との偶発接触からの保護 
充電部との偶発的な接触からの保護は，JIS C 8147-1:2021 の箇条 10 による。 

17 ねじ，通電部及び接続部 

ねじ，通電部及び接続部は，JIS C 8147-1:2021 の箇条 17 による。 

18 耐腐食性 

耐腐食性は，JIS C 8147-1:2021 の箇条 19 による。 

19 保護接地に関する事項 

保護設置に関する事項は，JIS C 8147-1:2021 の箇条 9 による。 
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附属書 A 
（参考） 

照明器具設計のための情報 

 

この附属書は，OLED 光源の内部短絡が使用者にリスクをもたらすことのないように，OLED 光源を組

み込んだ照明器具を設計する場合に考慮することが望ましい情報を，照明器具設計者に提供することを目

的としている。 

OLED 光源の内部短絡は，有機エレクトロルミネセンス層の抵抗値よりも著しく低い抵抗をもつ。これ

は，OLED 光源を流れる電流分布を変化させ，通常，内部短絡が発生した箇所における電流密度の著しい

増加をもたらす。その結果，OLED 光源全体又は OLED 光源の一部が発光しなくなる。 

通常，内部短絡は，0 Ωではない残留抵抗をもつ。この残留抵抗によって，内部短絡において電力が消

費され，著しい発熱が生じる。100 ℃を超える局所的な温度が観測されることがあり，この温度は，OLED
光源への電力供給がなくなるまで維持される。 

定電流電源が使用される場合，通常，OLED における電圧降下は低くなり，総消費電力を減少させる。

定電圧電源が使用される場合，通常，電流は，電源によって制限されるまで，又は内部短絡における電圧

降下が通常点灯時の OLED 光源の電圧降下と一致するまで増加し，一般に消費電力が大幅に増加させる。 

内部短絡によって発生する温度は，例えば，短絡させた部分の OLED 光源に熱電対を取り付けることに

よって，測定可能である。温度を測定するために，6.3 に規定する方法で内部短絡を発生させることが可能

である。熱電対は，内部短絡を発生させた後で，かつ，OLED 光源に電力を初めて供給する前に，取り付

ることが望ましい。 

注記 この方法で測定された温度は，人為的な内部短絡の発生方法が実際の光源の故障と異なるため，

故障状態の光源で発生する温度と異なる場合がある。 

内部短絡による潜在的なリスクには，次の事項が含まれる。 

－ ホットスポットに触れることによる，やけど（火傷）又は熱傷 

－ OLED 光源の近傍にある可燃性材料の発火 

－ 使用者によって OLED 光源の上に置かれた可燃性材料の発火 

－ 異常状態での点灯による他の部品の故障 

－ 6.3 に規定する溶融物，ガラスの破損など 

照明器具設計者は，このような内部短絡によって生じるリスクを評価するために，次の事項を考慮する

ことが望ましい。 

－ 従来のランプと比較した，OLED 光源の故障状態に関する使用者の知識（OLED 光源は，通常点灯時

では容易に触れることが可能であるが，故障状態では高温になる場合がある。） 

－ 使用者への内部短絡発生の可視化（例えば，使用者が故障の発生を認識できる構造とするなど） 

－ OLED 光源及び内部短絡へのアクセスのしやすさ 

－ OLED 光源の通常点灯時の温度と比較した，内部短絡による温度上昇 

－ 内部短絡によって上昇する温度，及び皮膚のやけど（火傷）又は熱傷の危険について（IEC Guide 117
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参照） 

－ 内部短絡で消費される総電力 

使用者へのリスクを最小限に抑えるために，適切な対策を講じることが望ましい 
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附属書 B 
（規定） 

内部短絡を発生させる方法 
 

B.1 ガラス基板をもつ OLED パネルの場合 

ガラス基板をもつ OLED パネルの場合，ガラス表面に小さなはんだごて（少なくとも 430 ℃に予熱）を

当てるか，又はレーザー照射によって，発生させなければならない。 

はんだごては，短時間当て，内部短絡が発生したらすぐに取り外す。OLED パネルの最終光源に外部取

り出しシステム［例えば，取出しはく（箔）］又は樹脂フィルムをもつ場合，ガラスを露出させ，かつ，内

部短絡を発生させるために十分なだけ，外層を僅かに剝がし，内部短絡を発生させた後，剝がした外層を

ガラスの表層に再度取り付ける。 

B.2 フレキシブル樹脂基板をもつ OLED パネルの場合 

フレキシブル樹脂基板をもつ OLED パネルの場合，鋼製の球状の先端を用いて約 1 秒間パネルの表面に

垂直方向の圧力を加えることによって，内部短絡を発生させなければならない。鋼球先端の温度は 25 ℃
±5 ℃とし，かつ，鋼球先端の曲率半径は 0.5 mm±0.05 mm とする。先端に加える力は，約 100 N とする

ことが望ましい。 
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附属書 C 
（参考） 

OLED 照明システムの概要 

OLED タイル，OLED パネル及び OLED モジュールで構成される OLED 照明システムの概略図を，図

C.1 に示す。 

 

 
図 C.1－OLED タイル，OLED パネル又は OLED モジュールで構成される  

OLED 照明システムの概略図 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS C 62868-1 IEC 62868-1:2020＋AMD1:2025，（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

3.7 3.7 変更 我が国の用語の利用実態に合わせ，器具一

体形 OLED モジュールに変更した。 
我が国の事情のため，

IEC への提案は行わな

い。 
3.8 3.8 変更 我が国の用語の利用実態に合わせ，器具組

込み形 OLED モジュールに変更した。 
我が国の事情のため，

IEC への提案は行わな

い。 
3.9 3.9 変更 我が国の用語の利用実態に合わせ，独立形

OLED モジュールに変更した。 
我が国の事情のため，

IEC への提案は行わな

い。 
5.1 5.1 追加 表 1 の空欄箇所の意味合いが不明確である

ため，記号を付与し，その説明を追記した。 
今後の IEC の審議動向を

確認する。 
6.1 6.1 変更 JIS C8147-1:2021 の箇条 15（構造）では，

樹脂など含侵する場合，繊維質材料を絶縁

物として用いてもよいこととしているた

め，これにあわせた。 

今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 

6.3 6.3 追加 対応国際規格では，安定した電圧での点灯

を意図した OLED 光源の場合の試験条件が

不明確であるため，追記した。 

今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 

6.3 6.3 追加 対応国際規格では，供試品の下方に広げる

包装用ティシュの位置が不明確であるた

め，JIS C 60695-11-5 の箇条 5（試験装置の

概要）に合わせて追記した。 

今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 

8.1 8.1 追加 対応国際規格の合否判定において，規定す

る試験と整合するように，追記した。 
今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 
8.2 8.2 追加 6.3 と同じ。 今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。。 
12.2 12.2 変更 対応国際規格に規定する試験片の大きさは

誤記であるため，変更した。 
今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 
13 13 追加 対応国際規格の明確化のため，規定しない

ことを追記した。 
今後，差異解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 
17 17 変更 対応国際規格に規定する箇条番号は誤記で

あるため，適切な番号に変更した。 
今後，誤記解消に向け，

IEC へ提案を検討する。 

19 19 変更 対応国際規格に規定する箇条番号は誤記で

あるため，適切な番号に変更した。 
今後，誤記解消に向け，

IEC へ提案を検討する 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 
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